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等差数ラ1:よ
数列の基礎(その①)～等差数列～ 寸ヾ てのあゆla募何 .

夕式はん嗜t考ぇ乙
項と項の差が等しい数列を等差数列といいます 等差数列の項と項の差を公差と言います  7な実′てお ぼ たよぅ。
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初項αlか ら第 10項 αl。 まで,間隔の数が 10-1=9個 あるので,初項αl

α10=αl+(10-1)d=2+9・ 3=29
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ヒ具体例をそのまま一般化するだけです

【例】 初項αl=2,公差 d=3で ある等差数列 {%}に ついて

(1)第 10項 α10を求めよ

(2)第 10項までの和S10を 求めよ

Pointく (初項 αl,公差 dの等差数列の公式

一般項

禾日

απ=

Sη =

Sη =

αl+(π -1)グ

π(αl+α″)
2

(初項)+(項数 -1)・ (公差 )

(項数 )・ (初項 十末項)
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κ{2αl+(22-1)ご } (項数 )・ {2・ (初項)十 (項数 -1)・ (公差)}
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辺々を引いて 5ご =-30 よって ご=-6
さらにの =40 よって ,
αれ=40+(η -1)(-6)=-6π +46

次に,αη=4と なるπは
-6π+46=4よ りη=7 よって 4は第 7項目
珍注 いきなり「4は第何項目かJと 出題されて
も,まずは初項と公差を求めねばなりません

-『事f恙ィ(ai∫i生ξム:1定します。

珍注 数列の公式は必ず勇まで憶えることが鉄則

それでは4STEP問題集から公式に当てはめるだ

けではない,ち ょっと考える問題を紹介しよう

【例 1】 次の等差数列の和を求めよ     |
2+6+10+14+ … +90

考え方 初項,末項,公差は見れば分かるので ,

あとは項数だけ分かれば OK つまり,末項 90が

第何項目なのかが分かればよいのです

①  初項 2,公差 4の 等差数列の一般項は
αη=2+(π -1)・ 4=427-2
4π -2=90よ りη=23
よって末項 90は第 23項 目

よって,S=7=1058

(例 2〕 α16=-50,α 21

数列の初項と公差を求めよ

=-80で ある等差
4は第何項目か
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【例 3〕 α10=152,

列の初項からの禾口が

第何項からか

α25=392で ある等差数

1000よ り大きくなるのは

①  前間と同様にして,αl=8,α =16(解
答省略 やっぱり初項と公差は必要です)
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よって,S″ >1000と なる最小の自然数 %を 求

めればよい 易 はπについての増加関数なので ,

Sll=968,島2=1152よ り,Sη >1000と なる

最小の自然数 πはπ=12 よって和が 1000を 超
えるのは第 12項から

ゆ注 Sη >1000つまり,8″ >100oと ぃぅ2次

不等式を実際に解いてみるとπ<一駒5,5V5<π
となり,引5=118 なので,これをみたす最小
の自然数 πはπ=12と わかります しかしこのよ
うに割と簡単に′が求まるのは極めてマレなこと

上の解答のように実際に解くのではなく,グラフの

単調性を利用して具体的に数を当てはめて検証する

方法がベス ト

【例 4】 初項 50,公差 -3で ある等差数列に

ついて,第何項から負の数になるか また初項
から第何項までの和が最大になるか

したがって,-3π +53<0と なる最小の自然数 |十
三
十

`、

ゴ空響羊∫
｀
モ
π
」子た.1岨篭」ittΥ 卜手

なi■■■_rf」fロ
カ撮大になるのは初項から

 7‐器
第 17項までの和である

ついての 2次関数 υ=π
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|【例 5】 ある等差数列のS10=100,sO=400 1

1 のとき,S30を 求めよ            :

考え方 初項と公差が分かればできます
0 初項αl,公差αとおくと,

・
0=冥 =Ю衛 +4∂ =ЮO…①

&0=黎 ="け Ю∝ =“0…②

島。=7=∞ け 弔5α …③

① と② より,αl=1,d=2
よって,③ より,S30=30+870=900
●曰 実は次のような不思議な言1算でも求めること
洒勢τ義覗!ξ(11[:l、
300+200=500  S30=100+300+500=900

この式の秘密が知 りたければ,直接聞きに来てく

ださい ヒン トは ……。「面積」

考え方 α=3,ろ =7の 場合で具体的に考えて
みます3=発議7=手なので,順番に書きな
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【例 6〕 αとうの間にある5を分母とする全ての

分数∈ 数除く)の和を求めよ (0<α <ι )
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